
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（平成30年度決算）
京都府　八幡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

24.35 2,930.84 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置 71,366

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 73.61 99.88 93.67 2,484 71,096 11.42 6,225.57

　平成22年度より管渠長寿命化計画を策定し、補助
金等の財源確保と計画的な管渠の更新を行ってお
り、平成30年度は第2期4年目であった。
　管渠改善率については、類似団体と比べて高い水
準にあるが、当年度は前年度と比較して、改善を
行った管渠延長が短かったため、前年度を下回って
いる。
　有形固定資産減価償却率については、年々増加し
ており、水洗化率が高く新規の下水道整備が少ない
ことや、耐用年数を超過した管渠がないことから、
今後も対象資産の償却が進むことで増加が続くと見
込まれる。
　今後はストックマネジメント計画による点検調査
及び改築を、効率的・効果的に進めていく必要があ
る。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成30年度では、城南衛生管理組合のし尿投入の
開始やそれに伴う料金値下げ改定などがあり、平成
29年度に比べて収支額共に変化が大きかった。下水
道使用料収益については、値下げ改定分を差し引い
ても増加となったが、当初の予定より増収幅は小さ
くなっている。また処理水量が増えたため、木津川
流域下水道維持管理負担金も増加となった。一般会
計からの繰入金の見直しが行われ、全体の繰入金額
が減少した一方で、収益的収支においては繰入金が
増加したこともあり、経常収支比率は増となった。
　建設事業については、長寿命化事業による改築し
た管渠延長が前年度と比較して減少している。
　今後については、人口減少等による下水道使用料
収益の減少を見据えつつ、老朽化対策や耐震化工事
等で、国の交付金制度を活用し財源の確保と計画的
な改築更新等を引き続き行っていくこととする。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率について、平成30年度より城南衛生
管理組合のし尿投入が開始したことにより排水量が
増加したため、木津川流域下水道維持管理負担金が
増加し、経常費用が前年度よりも増加している。経
常収益においては、平成30年4月に下水道使用料の
値下げを行ったが、前述のし尿投入による排水量増
加により、下水道使用料が前年度と比較して増加と
なっている。また、収益的収支における他会計補助
金が増加となっていることもあり、前年度と比較し
て経常収益の増加額が経常費用の増加額を上回り、
経常収支比率としては上昇している。
　流動比率については前年度と比較し増加してお
り、類似団体よりも高い水準にある。また、企業債
残高対事業規模比率については、類似団体と比較し
低くなっている。これらの要因としては、市内男山
団地造成時に都市再生機構が下水道施設を整備した
後、施設等を譲り受けたため、当時の企業債発行額
が抑えられたことによるものと、企業債の償還が進
み、企業債残高や翌年度の企業債償還金が減少して
いることがある。
　経費回収率については、経常収支比率と同様の理
由等により前年度に比べて下水道使用料収益、汚水
処理費用共に増加となったが、収益のほうが増加額
が大きかったため、微増となっている。
　汚水処理原価については、排水量の増加により減
少している。
　水洗化率については、類似団体と比較して高い状
況であり、これは主だった集落について下水道整備
が完了していることによる。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.69】 【3.28】 【69.49】 【682.78】

【95.20】【58.98】【136.86】【100.91】

【38.60】 【5.64】 【0.23】
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